
             様式４ 

令和 6 年度 実践事例報告書 

 

学校番号 農０１ 学校名 北海道更別農業高等学校 担当教員名 菊池 直樹 

ねらい 

☐ キャリア教育・ビジネス体験          ☑ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☐ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☐ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☐ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

関連法 ☑ 特許・実用   ☐ 意匠   ☐ 商標  ☐ その他（              ） 

実施方法 
☐ 全校で実施  ☑ 教科・学科で実施  ☐ 特別活動で実施 
☐ その他（                      ） 

年間の取組内容 実施月 該当する要素の番号 知財学習の要素 
➀ バルサミコ酢風調味料の製造技術の開発と知

財学習 ５月１０日 （５）（７）（８） 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 

➁ 商品化と知財学習 ５月１１日 （５）（７）（８） ☐ (2)情報を利用する能力 
➂ バルサミコ酢調味料の商品化とラベル作成と

知財学習 

５月２０日 
６月１１日 
７月２４日 

（５）（７）（８） ☑ (3)発想・技術を表現する能力 

④ ナタデココ菌、酢酸菌、乳酸菌の培養と知財
学習 ６月２６日 （５）（７）（８） ☐ (4)観察力を鍛える 

⑤ ＧＡＢＡ生成酢酸菌の培養技術と知財学習 ８月２０日 （５）（７）（８） ☑ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ 発明体験ワークショップ参加 ８月２９日 （ １ ） （ ３ ） （ ８ ）

（１２）（１３） 

保
護 

☐ (6)商品や社会とのつながりの理解 

➆ さつまいもの栽培と知財学習 １１月１３日 （５）（７）（８） ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧ 知的財産権の基礎・基本を学ぶ １１月２２日 （１２）（１３） ☑ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨ 知的財産権学習とパテントコンテスト １２月１６日 （ １ ） （ ３ ） （ ８ ）

（１２）（１３） ☐ (9)手続の理解  

⑩ 令和６年度知財力開発支援事業年次報告会へ
の参加 １月２１日 （１２）（１３） 活

用 
☐ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☐ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度の関する知識 
取組目標の 
達成見込 

概ね達成（7 割以上） 
その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

実施時期、発明体験ワークショップの参加人数、令和６年度知財力開発支援事業
年次報告会への参加人数の変更はあったもののすべての事業を実施することがで
きた。パテントコンテスと応募数は１つであったが、入賞することができた。 

取組の状況 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・知財力開発支援事業校１年目の今年はまず、知的財産権について生徒に意識向上を図るため、１，２年生を対象とした校内セミナーを２回実施
した。講師の「つじのか国際商標事務所杉田基子氏」「宮城県工業高校若松英治氏」に、セミナー終了後も質問をする生徒が見られるなど、知的
財産権の重要性を理解させることができた。 
・科目「総合実習」「課題研究」で取り組んでいるプロジェクト学習で、農畜産物の生産、開発した商品のラベル、製造技術が知的財産権に抵触
をしていないかを、知財学習とバルサミコ酢風調味料の商品化を通して理解を深めることができた。 
・微生物の培養技術、酢酸菌、ナタデココ菌、乳酸菌の培養知的財産権に抵触していないか学習を深めることができた。 
・栽培技術に関する知財学習では、シャインマスカットの苗木の無断使用、イチゴ栽培技術の流用等、知的財産権が侵害されている具体例を聞き
ながら、農業生産技術の保護がいかに大切であるかを理解できた。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号 ⑥発明体験ワークショップ参加 

成果内容 
・パテントコンテスト出願に向けて、出願関係書類の作成を通し、文章力や表現力の向上が見られた。 
・J-PlatPat による商標情報検索が行えるようになった。 
・創作者・権利者の視点を体験することができた。 

生徒・学生に 
見られた変化 

・パテントコンテストの出願書類作成を通して、プロジェクト学習で取り組んでいる研究内容を生徒自身が見直すきっかけとなった。 
・J-PlatPat の検索方法を理解することができた。 
・パテントコンテストの出願書類作成を通して知的財産権に関する実践的な理解が向上した。 

その根拠 
・パテントコンテストで入賞することができた。 
・J-PlatPat を活用して検索をすることで、既存の権利との関係性を説明できるようになった。 

今後の課題 

本校における知財学習においては、科目「課題研究」「総合実習」で実施しているプロジェクト学習の中で取り組んでいる。農家、農業事業所
と連携し農畜産物を生産する場合、生産方法が特許に抵触していないか、その加工品の開発と商品化を外部企業と行う場合、技術や商品名が特
許、商標登録に抵触していないか学習を行っている。その内容については、原則担当教諭に任されており、共通意識を持って学習させていない現
状もある。   

課題への対応 
今年度、生徒向けであるが共通認識の根拠となる内容として、宮城県工業高等学校若松英治氏の校内セミナーでご教授頂いた。まずは、実習科
目を担当する教諭、実習担任教諭が生徒を指導していく上で共通意識を持てるように、実習部の会議の中で確認しながら授業を展開していく。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 
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＜写真・図表等掲載欄＞ 
 

校内セミナー 杉田 基子氏    校内セミナー 若松 英治氏   さつまいもの栽培と知財学習 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
微生物培養と知財学習              バルサミコ酢風調味料の商品化と知財学習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パテントコンテスト優秀賞の取組について 
バルサミコ酢風調味料の製造方法 

更別村は日本の食糧基地十勝にあって、総面積の７０％が耕地の代表的な農業地帯である。畑作と畜
産を合わせた農業算出額は年間１００億円に及ぶ。近年地球温暖化の影響等によって従来実施していた
農作物の栽培が見直され、冷涼な気候である北海道では栽培が不可能であると思われていた「さつまい
も」栽培を行う農家が増加している。しかし、収穫されたさつまいもの加工方法や販売経路が確立され
ていないといった問題を抱えている。本研究はさつまいもを原料に、その付加価値を高めるため、本校
独自で開発した「濃厚酢製造方法」の知的財産権の取得、具体的にはパテントコンテストへの出願を目
指すことを目標に活動を進めてきた。                                         

事前にパテントコンテスト出願書類を作成し、さいたま市で開催さ                
れた発明体験ワークショップに参加したため、スムーズに出願書類                
の提出を行うことができた。その結果、優秀賞に入賞することがで                
き、目標であった特許出願に向けて書類やデータの整理を行っている。                               
（写真はバルサミコ酢風調味料製造の様子） 
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             様式４ 

令和 6 年度 実践事例報告書 

 

学校番号 農 02 学校名 岐阜県立岐阜農林高等学校 担当教員名 足立伸幸 

ねらい 

☐ キャリア教育・ビジネス体験          ☐ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☐ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☑ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☐ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

関連法 ☑ 特許・実用   ☑ 意匠   ☑ 商標  ☑ その他（  種苗法         ） 

実施方法 
☐ 全校で実施  ☑ 教科・学科で実施  ☐ 特別活動で実施 
☐ その他（                      ） 

年間の取組内容 実施月 該当する要素の番号 知財学習の要素 

➀ 知的財産教育推進委員会 6,９  

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ 各科での創造性を鍛える授業 10 1,3,4 ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ 1 年流通科学科、1 年生物工学科合同授業 10 1,2,3,4 ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④ 実習にて取り組む商品や社会、情報活用 10 6,7,8 ☑ (4)観察力を鍛える 
⑤ 知財セミナー 11 1,2,3,4,6,7,8 ☐ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ 各科にて知財セミナー振り返り 11 1,2,3,4,6,7,8 

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆ 商品開発 12 3,6,7,8,10 ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧    ☑ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☐ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☐ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☐ (12)制度の学習 

⑬    ☐ (13)専門家、資格制度の関する知識 

取組目標の 
達成見込 概ね達成（7 割以上） 

その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・校内に知的財産教育推進委員会を設置し、研修会を行った後に各担当教員によ
る知財に関する授業を実施した。また、講師を招聘し、知的財産教育に関する特
別セミナーを実施した。これらの年間を通した取組により知財に興味を持つ生徒
が 0％から 88％へ向上した。 

取組の状況 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・アドバイザーを招聘し、知的財産教育推進委員会の中で担当教員に対して研修会を 1 回実施した。 
・各科の担当教員による知的財産教育を随時実施した。 
・1 年生流通科学科、生物工学科を対象に、本校在籍の前進事業経験者による講義を 1 回実施した。 
・流通科学科、園芸科学科、動物科学科の 1 年生と、生物工学科の 1，2 年生を対象に、外部講師による知財セミナーを 1 回実施した。 
・知財セミナー後、本校職員向けに教員研修会を実施した。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号 ⑤ 知財セミナー 

成果内容 
・知的財産教育に関する外部講師を招聘し、1 年生流通科学科、園芸科学科、動物科学科、1，2 年生生物工学科を対象に校内セミナーを開催し
た。また、セミナーを公開授業として多くの教員に参観させた。その後、教員研修会も開催した。 

生徒・学生に 
見られた変化 

・知的財産に興味を持つ生徒が多くなった。 
・知的財産が身近なものであるという認識が向上した。 

その根拠 
・アンケートの結果、知的財産に興味があった生徒は 0%だったが、事業実施後に 88%まで向上した。 
・知財セミナー実施後に知財に関しての興味が 34.3 ポイント上昇した。 

今後の課題 
・授業ノウハウがなく、授業時間も確保できなかったため主たる内容が創造の領域にとどまったことから、保護・活用領域も触れる必要がある。 
・指導内容は一部保護・活用領域に達したが、その必要性や関連性を学校全体に周知させる必要がある。 
・指導教員の知財に関するスキルがまだまだ不十分であり、向上させる必要がある。 

課題への対応 
・科目「課題研究」などでのアイデアを J-PlatPat などを用いてまずは検索させるなど、知財の保護・活用領域を自然に身に付けさせ、創造性を鍛
える。 

・指導教員のスキルアップのため、先進校や外部機関などの研修を行う。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります 
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＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

知財セミナーの開催 
 本年度は本事業採択初年度であり、本校としては以前の取組から数年が経過していることから、事業
経験教員が減少しており、知財教育に関する指導力の低下や、知財教育の取り組み自体が低下している
現状があった。そこで、知財学習の第一歩として「知財マインドの醸成」を第一に取組を行った。その
上で「創造」に力を入れ、創造性やアイデア発想ができるよう、各学科にて授業に取り組んだ。 
 各学科での学びをさらに深めるため、今年度事業実施対象の学科にて、講師による知財セミナーを開
催し、生徒へ知財教育活動を行うとともに、授業は公開として本校教員が広く参観し、知財教育方法の
研修の場とした。 
＜講師＞ 
○山口大学 大学研究推進機構 知的財産センター 准教授 陳内秀樹 先生 
 1 年生、2 年生生物工学科担当 
○宮城県工業高等学校 教諭 若松英治 先生 
 1 年生動物科学科担当 
 （本事業の本校アドバイザー） 
○大阪府立農芸高等学校 首席 烏谷直宏 先生 
 1 年生園芸科学科担当 
○岐阜県立岐阜農林高等学校 教頭 中野輝良 先生 

1 年生流通科学科担当 
 
セミナーでは、知財マインドの醸成に加え、各学科

の専門的な学びを深められる授業が実施された。セミ
ナーを受講したことにより興味を新たにした生徒が多
くなった。 流通科学科での授業の様子 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

知
的
財
産
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
た

知
的
財
産
に
興
味
が
あ
っ
た

授
業
等
で
知
的
財
産
に
興
味

が
わ
い
た

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
知
的

財
産
に
興
味
が
わ
い
た

一
年
間
の
取
組
の
中
で
興
味

を
持
っ
た

知財に関する興味％

（写真1）発明と知財活用の基礎 （写真2）ものの価値を考える学習 （写真3）知財セミナー（生物工学科） 

（写真4）知財セミナー（園芸科学科） 
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             様式４ 

令和 6 年度 実践事例報告書 

 

学校番号 農 03 学校名 大阪府立農芸高等学校 担当教員名 岡 康秀 

ねらい 

☑ キャリア教育・ビジネス体験          ☑ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☑ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☐ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☐ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

関連法 ☐ 特許・実用   ☑ 意匠   ☑ 商標  ☑ その他（ 先使用権             ） 

実施方法 
☐ 全校で実施  ☑ 教科・学科で実施  ☑ 特別活動で実施 
☑ その他（   部活動                   ） 

年間の取組内容 実施月 該当する要素の番号 知財学習の要素 

➀ 知的財産権学習の活用 ４～3 月まで １,2,3,4,7 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ 日本や地元が誇る知的財産学習 ８ 1,2,3,4,5,6,7,8,10,11,13 ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ 日本や地元が誇る知的財産学習 10 1,2,3,4,5,6,7,8,10,12,13 ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④ Agrifesの運営 ８ 1,2,3,4,5,6 ☑ (4)観察力を鍛える 
⑤ 岐阜農林高校で開催された知財教育研修への参加 11 13 ☑ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ Agrifesの運営 12 1,2,3,4,5,7,10,12 

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆ 商品の開発と知的財産権学習 1 1,2,3,4,5,6,7,8,10,11,13 ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧    ☑ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 
⑨    ☐ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☑ (13)専門家、資格制度の関する知識 

取組目標の 
達成見込 概ね達成（7 割以上） 

その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・例年であれば３年生でのみ知的財産に関わる授業をしていたが今回は２年生でも実施
することが例年では、0 回であったものを 2 回まで増加した。また、教員にも重要性を
理解してもらうことができ、授業内に知的財産を取り入れてもらうことができた。 

・学校内だけでなく学校外でも知的財産学習を取り組むことが 2 回できた。 

取組の状況 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

・３年生の授業にてアイデア創出の手法や J-Plat Pat の使い方を教えることができた。また、例年は３年生のみだが２年生にも同じ教育ができ例
年に比べ、さらに 39 名の生徒に J-PlatPat の使い方を教えることができ、知的財産について興味を持つ機会を提供できた。 
・商品開発で連携しているキャニオンスパイスに工場見学へ行き、自分たちの商品やデザインの見つめ直し、社長から講話をいただき、アントプ
レナーシップ教育と商標権の再確認ができた。 
・自分達が創出したロゴや商標について再度見つめ直し、次年度商標取得に向けて、先使用権を活用し取得に向けて動き出した。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号 ③日本や地元が誇る知的財産学習 

成果内容 
・カップヌードルミュージアムへ行き、実際に特許や商標が身の回りでのように活用されているのかを実際に学んだ。 
・日清が実際に特許を取得している「瞬間湯熱乾燥法」を実際に体験を通して経験し、特許技術の開発の難しさを身をもって経験した。 

生徒・学生に 
見られた変化 

・特許の創出の難しさや特許権の重要性について再認識できている。 
・定性的ではあるが、感想から特許について今までよりも興味関心を持つようになった。 
・自分たちのアイデアやイメージが J-Plat Pat を利用して先行使用されていないか調べるようになった。 

その根拠 
・生徒から回収した意見や感想をテキストマイニングにかけた（図１） 
・特許が身近なところから生まれることについて意識できるようになった。 

今後の課題 
・以前から知財教育に理解のある先生は協力を得られることができているが、新任の先生や知財について理解のない先生がを巻き込むことができ
なかった。 
・定量的な調査をあまり行えていなかったのでアンケート等を活用しながら行っていく。 

課題への対応 
・学校として知財教育を大切にしてもらえるように講演会やセミナーを開催したい。 
・生徒が答えるアンケートに知財に関する質問を入れてもらい、定量的に分析できるようにする。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 
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＜写真・図表等掲載欄＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 1 授業で作品を作る様子      図 2 ポリポットデザインの作品    
 
 
 
 
 
 
 
 
 図３ テキストマイニングの結果       図４ 瞬間油熱乾燥法の体験 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 中学生への知財を活用した出前授業    図６ ロゴデザイン 
 
（例：特記すべき取組と成果）地元企業での知的財産権の保護と活用に関する取組について 

㈱キャニオンスパイスの見学と講話 
 大阪府和泉市に会社を構える㈱キャニオンスパイスへ企業訪問
へ行った。こちらでは、本校のレトルトカレーの製造委託を行っ
ている。今回、社長に製造に関することと意匠権、商標権に関す
る講話をいただいた。また、工場見学もさせていただき、どうい
ったことに注意をしているのかなどを伺った。その中で知的財産
権をしっかりと行使して、意匠権や商標権を保護する重要性につ
いても教えていただき、本校のレトルトカレーに使われているの
うげいポークの商標や自分たちのパッケージの重要性について再
度確認する機会となった。それ以外にも今後の農芸レトルトシリ
ーズの展望についてなど知的財産権と絡めながらアントプレナー
シップ教育も行い、生徒たちには次世代を担う起業家としての可
能性も見ることができた。                 図 7 商標の重要性を教えてもらっている様子 
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             様式４ 

令和 6 年度 実践事例報告書 

 

学校番号 農０４ 学校名 熊本県立熊本農業高等学校 担当教員名 吉永憲生 

ねらい 

☐ キャリア教育・ビジネス体験          ☐ 知的財産や社会制度への理解促進 

☑ 生徒の能力育成（創造性・主体性・表現力等）  ☑ 外部との連携強化・地域産業への理解促進 

☑ 指導体制の構築・教員のスキル向上       ☑ 学校の特色や専門性の強化・生徒募集 

関連法 ☐ 特許・実用   ☑ 意匠   ☑ 商標  ☐ その他（              ） 

実施方法 
☐ 全校で実施  ☑ 教科・学科で実施  ☐ 特別活動で実施 
☐ その他（                      ） 

年間の取組内容 実施月 該当する要素の番号 知財学習の要素 

➀ 事例から学ぶ知財マインドを持った探究学習の進め方 7 月 (1)(3)(6)(7)(10)(11) 

創
造 

☑ (1)創造性を鍛える 
➁ 課題研究中間発表会 7 月 (1)(2)(3)(4)(5)(6) ☑ (2)情報を利用する能力 
➂ 畜産物のマーケティング及びブランド力の強化について 10 月 (1)(3)(5)(6)(7)(11) ☑ (3)発想・技術を表現する能力 
④ 畜産物のブランディングに向けたポスター作成 12 月 (1)(3)(6)(11) ☑ (4)観察力を鍛える 
⑤ 課題研究発表会 12 月 (1)(2)(3)(4)(5)(6)(11)(12) ☑ (5)技術を体系的に把握する能力 
⑥ 令和 6 年度知財力開発校支援事業年次報告会 1 月 (1)(3)(4)(5)(6)(7)(8)(10)(11) 

保
護 

☑ (6)商品や社会とのつながりの理解 
➆    ☑ (7)保護・尊重する意識 
⑧ 

   ☑ 
(8)技術等と権利の対応関係を把握する能

力 
⑨    ☐ (9)手続の理解  
⑩    活

用 
☑ (10)権利を活用する能力 

⑪    ☑ (11)産業や経済との関係性の理解  
⑫    知

識 
☑ (12)制度の学習 

⑬    ☐ (13)専門家、資格制度の関する知識 

取組目標の 
達成見込 概ね達成（7 割以上） 

その理由 
具体的な数値を用いて 
記載をお願いします 

知財マインドを取り入れた「課題研究」の実践をとおして最も身についた力のう
ち、問題発見力 39.3％、問題解決力 14.3％、課題を改善する意識の向上 35.7％と
89.3％の生徒が知財学習の要素にあてはまる力が身についたと回答した。 

取組の状況 
具体的な数値を用い
て 
記載をお願いします 

・課題研究のオリエンテーションで「産業財産権標準テキスト総合編（第５版）」を用い知財権の基礎及び知財学習を取り入れることの意義を理
解させた。 
・創造学習の時間も取り入れ、考えるこのとの定着を図った。 
・有識者による商標を活用したブランド作りセミナーを開催し、受講した生徒の学習満足度が 92.7％であった。 

年間の取組のうち、最も重視した取組又は成果のあった取組等について 

取組番号 ③ 畜産物のマーケティング及びブランド力の強化について 

成果内容 
・ネーミング（商標）を活用したブランディングへの理解が深まった。 
・マーケティングと知的財産についての共通認識が高まった。 

生徒・学生に 
見られた変化 ・農業生産学習にマーケティングを組み込むことで消費者が求める農畜産物の生産につながることを学び、実践しようとする姿が見られた。 

その根拠 
・生徒が記載したレポート内に多くの気付きが記されていた。また、本取組後のアンケート調査で、農業と知的財産について理解が深まったと答
えた生徒が 94.2％であった。 

今後の課題 
・継続した知財学習展開のため学科全職員による実践が求められる。 
・知財学習の定着を図りつつ、その保護や活用に至るまでの学習内容を展開していく必要がある。 

課題への対応 ・学科職員に加え、管理職や他学科職員を含めた組織の再編を検討する。 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 
本報告書の内容は、各校での知財学習の取組全体を記載しているものであり、本事業の活動経費支援を利用していない取組を含む場合があります。 
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＜写真・図表等掲載欄＞ 
 

 

 

 

 

（写真 1）紙タワー作成による創造学習    （写真 2）農業のブランド作り研修     （写真 3）課題研究発表会における知財学習のまとめ 

 

  

 

 

 

 

  

 

 
 令和６年度知財力開発校支援事業における生徒の変容について 
   

畜産科 2，3 年生 78 名は、科目「課題研究」内に知財学習を取り入れ 1 年間活動してきた。    
その学びをとおして身に付いたと思う力を調査した結果、最も回答が多かったのは「問題発見力」
21.8％、次いでアイディア創出法する力 19.2％、そして改善しようとする意識、発表（プレゼン）力
が 10.3％であった。この結果から、 
課題解決やそのための方法について 
考える習慣が定着しつつあり、学習 
の効果が高まった。今後も改善を図り 
ながら知財学習の深化を図り、新しい 
ものを創造し、創造されたものを尊重 
することでより良い社会の実現に寄与 
する人材の育成に努めていきたい。 

 

農業のブランド作り研修における生徒のレポート（畜産科 3 年生受講） 
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